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Railway Roomは2018年パ
リでのｂSIサミットでスタート
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1-1．日程

名 称：buildingSMART International Standard Summit, Tokyo 2018

日 程：2018年10月16日（火）－10月19日（金）

1-2．参加目的～IFC Railwayに関する最新情報のリサーチ～

IFC （Industry Foundation Classes）を推進する団体「building SMART」において、本年よりRailway
Room（分科会）がスタートした。これまで、Railway Roomはクローズドセッションであったが、今回のサ
ミットから内容がオープンになるため、IFC Railwayに関する最新情報を間近に見られることが分かった。

IFCは、異なるBIMソフトウェア間でBIMモデルを共有するフォーマットとして開発され、建築・土木分
野のBIMソフトフェアではIFC対応が進んできている。しかし、鉄道分野においては、土木、橋梁などの
構造物、建築物、設備等の複数分野にまたがるモデルを扱う必要がある。

JRE-BIMガイドライン策定のためには、Railway Roomでどのような議論が行われ、鉄道に関するIFC
のクラスが決められていくのかを把握しておくことが必要であると考え、今回の国際会議に参加した。

参加国

フィンランド／スウェーデン／フランス／スイス／イタリア／オーストリア／中国

1．概要と参加目的

リサーチ項目

IFC Railwayの状況について、主に以下
の点を確認した。

 Railway Roomにおける議論の進め
方に関する状況確認

 JRE-BIMガイドラインに取り込むべ
きIFCデータ項目（クラス）の確認
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2．サミットのアジェンダ

2-1．17日～18日 User  Focus  Roomsのアジェンダ
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2-2．User Focus Rooms / Railway Roomアジェンダの詳細



IFC Railwayは、IFCプロジェクト全体のなかで一般定義上に拡張される機能として位置づけられ2020
年に策定されるIFC5.0において実装される。

 IFC RailwayはIFC Infrastructureの一部とし位置づけられている。

 IFC4.2までは一般定義上に拡張・構築されている。

 2020年に策定されるIFC5.0では、IFC Railwayとして実装される。
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3-1. IFC全体スケジュールにおけるIFC Railwayの位置付け

３． IFC InfrastructureとIFC Railwayの関係
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Railwayシステムの背景には、環境としてのInfrastructureシステムがある。Infrastructureシステムは、
Rail、Road、Structure、Buildingを含み、ISOの基準にも関連して多様な次元と基準を伴う。

今後、IFC InfrastructureがIFC5の策定に向けて機能・範囲を拡張するためにはIFC Railwayの支援
が必要とされる。

3-2. IFC RailwayのIFC5におけるイメージ

そのライフサイクルには多
様な次元と基準を伴う

鉄道システムは複合



3-3．IFC Railway によるIFC Infrastructure支援
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1)．IFC Railwayは、相互運用可能なサポートシステムを開発するための基礎を提供する。

2)．IFC Railwayは、鉄道エコシステムの複雑さを軽減するための基礎を提供する。

3)．IFC Railwayは、安全で安心なソリューションを確保するための基礎を提供する。

4)．IFC Railwayは、すべてのパートナーの費用を軽減するための基礎を提供する。

線形
一般定義の基準値

IFC5の領域 －インフラストラクチャ業務を支援することに焦点を当てている
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工
程

機能／範囲

BIM@Railの完成ダイス（立体的な工程イメージ）

小規模／クローズなBIMから大規模／オープンなBIMへ

RailwayのBIMについては、企業ごとの標準あるいは個別のメンテナンスグループに限定されていた
「小規模／クローズドなBIM」から、国際的標準化および複合的なメンテナンスグループへと機能／範
囲を拡張し完成される。

4-1．Railway BIMの完成ダイス（立体的な工程イメージ）

4．Railway Roomについて
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4-2．IFC Rail プロジェクトのチュートリアル/ガイドライン

IFC Rail プロジェクトのチュートリアル/ガイドラインとしては、2017年に中国のChina Railway BIM 
Alliance（CRBIM）が公表した「Railway BIM Data Standard ( version1.0)」がある。このドキュメントには、
かなり詳細な実装レベルの内容が記載されている。

Railway Roomではこのドキュメンをベースに議論を進めており、今後の議論を経て取りまとめられる
「IFC Rail Project Tutorial and Guidelines」（release 2）がどのような内容になるのかについても注目し
た。

目次
1.イントロダクション
2.用語、定義および略語
3.フレームワーク
4.共有鉄道要素スキーマ
4.1 共有タイプ

4.1.1 IfcGeoElementComponentTypeEnum

4.2 共有空間構造要素
4.2.1 IfcCivilStructureElement
4.2.2 IfcRailwayStructureElement
4.2.3 IfcRailway

4.3 共有コンポーネント
4.3.1 IfcCivilElementComponent
4.3.2 IfcRailwayElementComponent
4.3.3 IfcGeoElementComponent

4.4 共有プロパティセット
4.4.1 Pset_RailwayProject
4.4.2 Pset_MainTechnicalStandardOfRailway
4.4.3 Pset_ConcreteElementGeneral
4.4.4 Pset_PrecastConcreteElementFabrication
4.4.5 Pset_PrecastConcreteElementGeneral
4.4.6 Pset_GeologicalCondition

2017年 CRBIM公表

2018年12月に
「 IFC Rail Project Tutorial
and Guidelines 」（release 2）
を公開予定

バージョン
アップ



4-3．Railway Roomの担当する範囲（ドメイン）の4項目
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1)．IFCインフラスキーマの、Railwayドメインの構築とメンテナンスの拡張｡

2)．IFC共通スキーマ開発に貢献する｡

3)．国際コンセンサスの構築｡

4)．早期に導入し、ソフトウェアを公開することでソフトウェアのテストを実施する。



TrackSignal Energy Telecom

Rail Room

4-4．具体的なRailway Roomのドメインについて
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具体的なRail Roomのドメインは①「Signal（信号機）」②「Track（線路用機材）」③「Energy（電気設
備）」④「Telecom（通信機器）」の4項目である。Rail RoomとInfrastructure Roomは相互関係にあり、
Rail Roomの内容はInfrastructure Room に提供される。



Signal
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【完了した業務】

作業範囲について

データ構造の分析

信号の使用例を定義

IFC4.1への対応付け

信号グループの共通要素と共有要素を提起

IFCSignalのデータ収集要件（草案。合意に達する必要あり）

信号のIDM※（草案。IDM進捗マップと交換シナリオテーブル）

次の作業計画（草案）

【次の作業計画】

第2回信号ワークショップ 2018.11.26

IFCRailプロジェクトのリストに含めるべきEULYNX※データプ
ラットフォームの内容を決定

2018.12.13

データ要件とIDMに関する合意に達する 2018.12.30

UML※による概念モデルの作成 2019.3.31

MVD定義 2019.4.30

協業グループとの共同作業を行い最終的に共有要素と共通
要素を決定する

シェアグルー
プで決定

UMLモデルをIFC標準フォーマットへ変換 2019.6.31

※EULYNX（欧州地区の鉄道信号システムの要素を標準化するための
欧州主導の組織）
※UML（Unified Modeling Language / 統一モデリング言語）

※IDM（Information Delivery Manual）

①信号機（ドメイン）の進捗状況



Track
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【完了した業務】

UMLの定義

IDMの一般定義

370個以上の属性定義

スコープの定義

40個以上の（各地域が定義する）オブジェクトが承認

【次の計画】

配布済みのドキュメントの改善

IDMと使用例の定義

属性を持つUML

②線路用機材（ドメイン）の進捗状況
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Energy

【進捗状況】

IFCの概念モデルの統合 80％

IFCRailの共有要素と共通スキーマの領域を特定 75％

エネルギー分野のデータ要件定義（テンプレート使用） 60％

エネルギードメイン＋IDMの使用例を定義する 40％

概念モデルの作成 未着手
（2019.4.15

MVD定義と最終成果物の準備 未着手
（2019.6.30）

追加テスト・展開・統合作業のための区域を予約 未着手
（2019.12.31）

③電気設備（ドメイン）の進捗状況



Telecom
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【完了した業務】

データ構造の分析

データの定義

使用例の定義※

IDM v1.0(使用例および交換シナリオを含む)

CRBIMで完了済の共有・共通要素をCommonグループv1.0へインプット

【完了した業務】

システム構造の統合フレームワークを構築

データ要件の統合バージョン（Data Requirements v2.0）

IDMの統合バージョンに向けて収束（IDM v2.0）

Commonグループ／Shardグループにインプットする統合バージョン

※CRBIMで完了した使用例（合計14）が含まれる

④通信機器（ドメイン）の状況
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 品質のための準備
 技術サービスとドメインのためのツールセット

 プロジェクトのすべての個別ステップおよびすべての成果物に関する要件と品質管理のトレーサビ
リティ（追跡可能性）への貢献

 確認と検証

4-5．「IFC Rail Project Tutorial and Guidelines」の記載内容

目次
1．はじめに
2．IFC Railの背景と抱負
3．用語集
4．IFC Rail Domainの成果物
5．bSIの従来の成果物（rel.3で継続）
6．成果物のマッピング：IFC Railから

bSIトラッドへ（rel.3で継続）
7．コンセンサス・検証・検証
8．ツーリ化（rel.3用）
9．モデリング用ツールチェーン（rel.3
用）

10．参考文献

2018年12月公開予定「 IFC Rail Project Tutorial and Guidelines 」（release 2）
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4-6．IFC Rail プロジェクトの全体的なタイムラインについて

東京サミットの全体的な状況：ドメイングループが定義する要件

マイルストーン

ドメイン要件の定義

共通要素の定義

データモデリング

ファイナライズとテスト

bSIサミットの完成とテスト

 2018年末までに要件定義および共通要素の定義を完了
 2019年からはデータのモデリング
 2020年に最終テスト
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4-7．Railway プロジェクトにおける課題と文化的観察結果

 文化的な相違（中国と欧州諸国との相違）

技術的な環境の違い

ステークホルダーの違い

共有要素の決め方の違い

 既に定型化されたものと独自の創造的な取り組みの対応

 従来の成果物に対しての新しい成果物（例：EXPRESS言語からUMLへ）

 新しいプロセス「（品質管理の）トレーサビリティ」の確立

 確認（要求への対処）

 検証（要求が正しく実装されているか）



Railway Landscape and business expectation
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Railway System is complex… Railway Projects are complex !

…  
Operation  

Construction
Design  

PreDesign  

Requirements

鉄道システムは複雑... 鉄道プロジェクトは複合である！

鉄道の背景とビジネスの期待
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Spatial
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4-8．ソフトウェアベンダーからみたIFC Railway
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他の基準との関係および重複

ステークホルダーは、ビジネスプロセスのパフォーマンスに対する高い意欲を持ち、BIMプロジェクト
のデジタル化に高い期待を寄せています。このような目的は、あらゆるレベルで高いレベルの相互運
用性を必要とします。

1-データ 2-エンドユーザツール 3-プロジェクトオーケストレーション

4-9．他の基準との関係・重複



Digital Continuity and interoperabilityデータの継続性と相互運用性
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Other  
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ensure  

implementation of  
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solutions

Software  
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RTM

Each Project for  
standardization

declines  same objects
(GUID)

in its own Model

Software
based on
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National
needs  and
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Define Standard
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Run
Continuous  
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Provide
Standard  
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Each Project for  
standardization  
contributes to a  

Common
Dictionary

1 2 3

a

b

Software  
based on

IFC Rail c
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Example of needfor  
continuity

継続性の必要性の例
 a signalling use case

シグナリングの使用例

a: Business requirement
ビジネス要件

b: System design
システム設計

c: 3D implementation
3D実装

d: simulation for visibility  
可視性のシミュレーション

e: route simulation
ルートシミュレーション

…
…

e

G
U

ID

1- Railway community organize the continuity on semantic: Rail Data Dictionary
1-鉄道コミュニティは意味上の連続性を整理する: 鉄道データ辞書

国のニーズと文化 標準的な意味の定義
(PBS、オブジェクト、プロパティ)

標準モデルの提供 連続操作の実行

標準化のための各プロジェクトは
共通の辞書に貢献する

標準化のための各プロジェクトは、
独自のモデルで同じオブジェクト
(GUID) を拒否する

SW の開発者は、ソリューションの
標準の実装を確保する

Rail

Data

Dictionary
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4-10．データの継続性と相互運用性について
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施設のライフサイクルを通じて標準化されたインフラストラクチャ資産データを利用できるようにすることは、
インフラストラクチャの計画、構築、運用の効率を向上させるための重要な鍵です。道路、鉄道およびその他
の線形インフラストラクチャの計画、実現、保守のコンテキストで、データ交換とオープンデータアクセスを可
能にするためには、意味的側面だけでなく幾何学的側面も提示できる包括的なニュートラルデータモデルが
必要です。

インフラストラクチャプロジェクトの最も重要な部分の1つが線形です。道路、トンネル、鉄道路線、
水路、橋梁、および電力線の建設は、配置に強く依存します。したがって、整列データの正しい定義は、イン
フラストラクチャに関する情報を表すすべてのオープンなデータ標準にとって重要です。線形情報は、GISベー
スの解析、計算、マッピングなどにおいても重要です。GISツールとBIMツール間の線形情報の円滑な移行は
必須です。
線形を表す機能は、現在のIFC4標準（BIMデータのISO 16739規格）では使用できません。このプロジェクト
「P6 IFC Alignment」は、この重要な線形情報を格納できるようにIFCを強化するために必要な手順を実行する
ように設定されています。 P6 IFC線形プロジェクトは、Open Geospatial Consortium、OGC、Land＆Infraドメイン
と仕様ワーキンググループと緊密に連携しています。 OGCとbuildingSMART Internationalの間の覚書は、この
協力関係を実現するために署名されました。

1 P6 – IFC Alignment Project 

IFC  Support Groupの技術文書より

5-1．線形への対応

5．Railway Roomに関連する他Roomの検討
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AirportRoomからの情報～「GISとの融合」「RevitとARCHICADのMVD比較など」

5-2．GISとの融合
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（１）軌道モデル

Infrastructure Room

IfcRode ※鉄道軌道の該当無し。参考IfcRoad

（２）構造物モデル（高架、橋りょう等）

Infrastructure Room

BridgeRoom

（３）建築モデル（駅、ホーム等）

Building Room

6．JRE-BIMガイドライン（暫定案）の検討項目とbSI各Roomとの関係

JRE-BIM（暫定版）では（1）軌道～（6）その他の6項目について検討している。各検討項目は、以下の
bSI各Room等で検討が進められている。
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（４）鉄道設備モデル（電柱、架線、ケーブル等）

Infrastructure Room

Railway Room

（５）その他

①位置情報（測位）

Building Room

AirPort Room

②LOD（規格等）

Building Room（LODの概念)

Product Room（ISO規格との統制）
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7．まとめ

 JRE-BIMガイドラインに沿ってBIMモデルからIFCへのアウトプット
を行う場合、IFC Infrastructure、IFC Construction、IFC Building等、
複数のRoom/Classにわたる理解が必要である。

 JRCでは、これまでRevitを使用して、広く使われているIFC2ｘ3を念
頭に、アウトプット等の検証を行ってきた。今後はIFC5のリリースを
見据え、現状のバージョンであるIFC4.2を対象とした検証を行って
いく。なお、BIMソフト側のIFCバージョン対応が追いつかない場合
も、IFCのドキュメントは順次最新のものを理解しておく必要がある。

 IFC Railwayの次回ドキュメント「IFC Rail Project Tutorial and 
Guidlines」の公開は2018年12月予定であり、このないようについて
も注意が必要である。




